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【検討課題 1】大学アメリカンフットボール選手の 10 年間の試合時の Injury Rate と練習時の Injury 
Rateを Athlete-Exposuresによって調査すること 
 著者は 10 年間における試合数と練習数はそれぞれ 109 回と 1920 回であり、試合時と練習時の
Athlete-Exposures（A-Es）はそれぞれ 4560.6と 90374.4であったことを示し、その間の傷害発生件数
は 790件 (試合時 198 件、練習時 592 件) であり、試合時の Injury Rate (GIR)は 43.4/1,000A-Es、練
習時の Injury Rate (PIR)は 6.6/1,000A-Es であることを示し、GIR は PIR に比べて有意に高いことを











【検討課題 2】大学アメリカンフットボール選手の衝突時の頭部キネマティクスを 2 シーズンの期間で
分析すること 
 著者は被験者に 3 軸加速度センサーと 3 軸ジャイロセンサーを搭載した 6 軸センサー (6DOF) が組
み込まれた Vector マウスガード (i1 Biometrics Inc.) を口腔内に装着させ、練習や試合での頭部衝
突のなかで最大直線加速度が10 G 以上のデータについて、頭部衝突数、頭部最大直線加速度 (LA; linear 
acceleration)、頭部最大角加速度 (AA; angular acceleration)、最大角速度 (AV; angular velocity)、
頭部損傷域値 (HIC; head injury criterion) の平均値を算出し、さらにポジション別と頭部衝突部位
別にて詳細に分析している。測定期間中の頭部衝突総数は、試合時 2070 回、練習時 10007 回であり、




























令和元年 7 月 29 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。 
 よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
